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文字入力事始め（１年生の授業から）

１年生が、文字入力を始めました。（いわゆる）ローマ字入力です。

○これまでに、１年生が勉強して、知っていること

・開く（ワードのアイコンをクリックして、色が変わったらEnterキーをちょんと押す）

・決めるボタン（Enterキー）

・困ったときは：Escキー、元に戻す（Ctrl+Z、ツールバーのアイコン）

・マウスポインタは、矢印の先っぽだけ注目（パソコンと、同じところをみる）

○今日、初めて覚えること

・文字を入れるときパソコンが見ているところ

① タイトルバー（青くなっていなくてはいけない）

② 文字入力カーソル（点滅する縦棒、ここに文字が入る）

・消しながら戻る：BackSpace キー

・ＡＩＵＥＯ → あいうえお

・画面に文字を作るときは、同じ仲間を示す文字（子音）にＡＩＵＥＯの文字を足す

・画面の文字の下に、点線の下線があるときは、まだ文字が「決まっていない」状態

・画面の文字の下に点線の下線がないと、ＡＩＵＥＯを足しても平仮名にならない

・点線の下線を消して平仮名に「決める」ときは、Enterキーを押す

・下線を消して、もう一度 Enter キーを押すと、次の行にいける

Ａが「あ」になることがわかったときの驚きと感動が伝わってくるので、１年のうちで、この時間

がもっともパソコンを教えていてうれしいときです。

あいうえお、かきくけこ、さしすせそ、まで説明すると、仕組みのわかった子供はどんどん先へ

進みます。

授業で使っている５０音表には、あえて仮名ごとの表記を記入し

ていません。あるのは仕組みから外れているもの（FU、JI、THI な

ど）だけです。こうすることで、子供たちは、タテ・ヨコに表をたどるこ

とで、文字入力の仕組みを速く覚えていくことになります。
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